
て
欽
乃
の
音

)
刷
出
山
一
u課
税
砂
子
弐

山
処
歎
乃
的
証
云
・
欺
音
被
乃
音
寓
邸

一
献
襲
。
洪
駒
父
持
時
間
。
歎
音
節
乃
音
機
.
途
反
=
其
証
百
一
朱
文
公
亦
用
品

一
此
脅
↓
必
有
島
冊
川
v梢
棚
田

可
観
小
股
程
品
川
四

事
也
。

一
、
道
林
腕
帥
と
白
居
易
の
問
答

杭
州
逝
林
郁
師
。
初
至
桑
段
山
-
見
a
長
松
校
諜
鰭
周
如
議
.
逢
叫
世
r
止

共
上
↓
~
叫
有
z前山
A
z
北
(
側
寸
人
目
第
"
一純
泉
和
倫
一
太
守
白
居
易
入
ν
山
目
白

師
住
地
逃
危
険
，
附
田
太
守
危
険
先
輩
。
日
.
弟
子
位
銀
=
山
河
↓
何
険

之
有
.
日
。
心
火
相
交
。
敵
性
不
v
停
.
得
v
非
v
険
乎
。
叉
開
a
例
法
大
意
↓

飾
日
・
府
間
出
英
v
作
e

衆
叫
昔
潜
行
。
自
問
。
三
歳
世
田
兇
也
解
a
悠
銀
出
也
記
聞

日
三
段
核
児
雑
昌
一
込
得
ベ
八
十
老
人
行
不
vm
吋
事
実

m
m三
1
五
包

竹
と
い
ふ
竹
は
、
天
下
傘
て
亡
失
し
ぬ
。
淡
竹
の
秘
類
は
無
田
山
積
也
。

鳩
山
品
先
生
#
て
制
ら
〈
、
大
相
凱
来
る
と
甘
露
の
降
る
と
南
都
民
は
、

某
絡
に
一
詩
句
を
も
不
v
下
候
と
被
申
候
e

州
製
阿
佐
の
続
可
=
袋
一
心
-

之
、
京
都
の
儒
家
は
詩
を
裁
し
て
嗣
叫ν
之
し
ぬ
。
或
は
殿
上
陀
宴
を
設

け
、
或
は
高
裁
を
喝
て
相
例
す
。
以
後
天
下
陀
聞
え
し
竹
林
皆
悉

t

枯
放
し
、
迷
僻
の
地
陀
至
る
迄
皆
然
り
。
凡
俗
中
に
い
は
ゆ
る
大
名

は
柳
無
之
、
衣
服
に
機
血
も
な
〈
胎
筑
の
散
じ
た
る
迄
也
。
是
日
風

雨
逃
敷

t
終
日
逝
管
、
目
ざ
す
と
も
な
き
事
な
る
陀
、
学
綜
土
山
肌陀

在
し
に
衣
裳
少
し
も
不
常
、
手
足
陀
泥
土
の
痕
も
な
し
。
至

τ怪
敷

吉
事
故
、

v辿
徹
も
断
申
入
れ
割
問
も
不
用
候
。
批
間
風
続
迄
に
て
は
群

信
候
故
、
高
山
焼
野
市
峰
三
左
衛
門
は
近
所
故
相
官
時
ね
候
成
、お
の
趣
巾

六
四
七

ひ
て
心
気
も
つ
き
自
ら
云
。
安
産
し
兇
見
を
得
た
り
し
が
、
何
も
の
共

な
〈
其
兇
は
取
て
行

t
と
刊
比
え
て
、
其
川
汁
の
都
は
不
mAと
云
。
先
づ

家
内
の
常
居
の
所
へ
つ
れ
来
り
ぬ
。
留
師
・稼
婆
も
来
り
診
し
、
昨

日
迄
の
胎
筑
と
は
大
に
注
ひ
常
姉
と
ひ
と
し
。
然
北
ハ
出
産
の
し
る
し

陀
亦
不
見
。
二
階
陀
人
の
苦
し
む
援
問
え
ぬ
。
仇
之
二
階
に
登
り
み

れ
ば
、

行
総
の

mk宇
都
伏
て
在
り
ぬ
。
正
筑
知
一
v
之
に
付
古
都
脊
幽
朋

一
、
学
如
、
胎
児
を
失
ひ
し
奇
談

元
文
元
年
秋
七
月
、
我
公
東
都
陀
述
職
た
り
。
小
姓
帯
周
向
山
由智左

衛
門
従

τ
東
行
す
。
八
月
二
十
三
日
普
左
衛
門
妥
川
町
一
河
川
拙
蹴
人
二
十

四
五
歳
、
懐
字
既
陀
十
一
月
に
成
て
腹
痛
し
、
径
の
似
し
と
見
ゆ
。

仇
之
穏
婆
及
び
留
飾
品
…
位
道
徹
仲
間
可
を
招
き
ぬ
。
間
四
婆
い
ま
だ
不
至
、

附
時
K
臨
て
共
学
知
忽
陀
失
た
り
。
興
情
家
大
に
務
昔
、
男
女
相
銀
て

抽
出
架
す
れ
ど
も
家
内
陀
は
不
見
。
回
世
帯
て
提
灯
を
以
て
土
問
棋
を
見
る

如
何
。

m
m
の
字
を
以
て
矢
の
一
品
と
す
る
は
、
左
氏
勾
陀
も
見
え
た

り
。
抑
制
託
陀
作
て
可
也
。
鎧
直
謹
の
都
古
代
に
は
川
県
之
事
也
。
保
一
冗

の
昨
匹
主
犯
せ
る
人
事
犯
に
、
日
松
阪
陀
武
士
を
召
集
ら
る
。
平
消

箆
の
宇
矢
の
斡
の
と
と
h
芦
得
て
、
自
箆
・漆
箆
な
ど
云
は
訣
り
な

，ヲ
aや

る
べ
し
。
箆
は
矢
の
斡
に
逝
る
竹
の
名
也
。
期
間
資
を
答
鰍
と
す
る
も

殿
の
家
陀
は
黒
色
を
捧
ぐ
な
ど
い
ふ
草
百
の
事
あ
り
。
刑
部
殿
は
義

家
の
弟
刑
部
丞
義
光
の
都
な
れ
ば
、
郎
氏
と
て
皆
白
色
を
川
し
に
て

も
無
之
設
協
也
。
自
主
働

一
、
鉛
直
涯
の
事

可
観
小
既
容
刈
四

所
見
も
ん
唯
一
之
事
也
。
今
按
る
陀
中
華
の
旭
陀
或
は
事
政
れ
し
其
時
、

或
は
悶
亡
び
て
降
り
服
し
た
る
時
は
、
必
紫
怖
を
建
る
都
あ
り
。
我

朝
の
背
も
如
此
あ
り
け
る
。
長
行
天
皇
の
本
紀
に
、
間
芳
閣
の
魁
帥

が
索
眺
挫
し
と
あ
る
も
、
一
刊
功
皇
后
の
本
紀
陀
、
新
鋭
閤
王
の
紫
飾

E
m郁
し
と
あ
る
も
、
欽
明
天
皇
の
本
紀
に
、
新
総
の
大
将
の
白
艇
を

悲
し
と
あ
る
も
皆
共
事
也
。
さ
れ
ば
昔
は
緋
批
判
の
類
に
、
紫
色
を
ば

不
川
と
見
え
た
り
。
然
る
を
勝
訴
の
出
征
の
時
陀
、
白
叫
酬
を
賜
る
事

あ
り
な
ど
土
買
は
心
得
ね
背
中
也
。
却
て
忌
さ
け
可
申
事
也
。
盛
衰
記

の
切
平
氏
は
赤
色
を
掠
げ
、
八
時
敗
の
家
陀
は
白
色
を
掠
げ
、
刑
部

鎧
直
垂
と
云
し
花
や
、
後
三
年
記
の
紛
に
見
る
は
皆
水
干
の
製
陀
不
b

典。一
、
甘
露
降
り
て
竹
林
枯
敗
す

胴閥抗
・六
年
冬
.
建
畠
年
城
北
五
却
問
.
H
餓
降
昌子
逃
士
徐
土
交
別
業

松
上
吋
浪
潤
如
=
酒
悌
↓
其
味
耐
呑
。

上
交
折
一
-
松
枝
-
捗
-
一
子
太
守
張
子
方
↓

時
折
お
人
主
副
拍
子
市
↓凱
V
人
目
。
吾
川
智
容
a諮
除
服
↓

民
亦
事
以
aH

露
降
-
告
ν
聴
者
~
令
因
自
出
按
ν
之
。
有
z

道
人
-
笑
目
。
饗
如
=
人
身
精
液
↓

流
昌
明
山
均
‘
布
六
七
十
年
中
↓
活
共
相
時
短
促
・

川
涌
a
遊
於
末
v
死
之
前
-
卓
〈

E

此
木
翠
将
v
稿
故
耳
。
官
人
不
ν
信
.
M州
留
v
我
以
修
一
明
稼
↓
此
絵
必
不
一
致

柴
-
失
-
牒
令
如
む
開
設
日
必
験
鴻
，
見
=
事
実
副
恨
働
省
岡
山
-

近
年
四
京
京
都
品
川
竹
樹
等
陀

H
露
降
り
、
締
結
家
は
献
を
詠
で
賀
ν

脇
立
ば
か
り
陀
大
刀
を
偲
〈
と
あ
り
。
回
出
本
医
も
、
赤
地
の
紛
の
鎧

芭
霊
。
と
あ
り
。
共
比
は
水
干
・小
袴
を
物
具
の
下
に
北
川
た
る
を
ば
、

六
回
大

盛
水
干
・小
袴
・紫
革
瓜
鎧
、
頼
盛
・敦
盛

-E
盛
岡
じ
〈
武
装
を
備
へ

て
籾
従
ふ
。
源
義
朝
赤
地
の
錦
の
水
子
・小
袴
、
畑
制
政
以
下
各
思
U

J
1・、
多

t
は
紺
の
水
干
・小
袴
、
或
は
生
絹
・皆
鋭
陀
折
鳥
山
相
子
・

脂
充
・部
貨
を
世
田
、

A
A
侠
問
飯
を
負
て
山岡
を
持
。
と
あ
り
。
然
る
に
保

元
物
語
陀
、
地
馳
朝
此
時
赤
地
の
錦
の
直
醤
陀
、
折
鳥
山
刊
子
引
立
て
、




